
令和３年第２回石川町議会定例会一般質問通告書 

 

通告 １ 番 令和３年 ５月２７日  午前  時  分 受付 

次の件について、石川町議会会議規則第61条第２項の規定により、一般質問の通告を 

 します。 

   令和３年 ５月２７日 

             質問者 ３ 番議員  菊池美知男  

 石川町議会議長 草野 伝明 殿     

件  名 質 問 の 要 旨 答弁を求める者 

１．高齢者の安心で安全な

生活を守る施策について 

新たな手口で、お金を騙し取る特殊詐欺や、

生活するうえで欠かせない移動手段、高齢者

の安心安全な対策について伺う。 

（１）特殊詐欺の防止策について 

（２）高齢者の移動等の生活支援対策につい

て 

（３）高齢者の交通事故防止対策について 

 町長 

 生活環境課長 

 

２．住民参加の町づくりに

つて 

町長公約の一つである町長対話の日が実施

され、２年以上経つが、その声は町政にどの

様に反映されているのか。また町長自ら出向

く考えがあるのか伺う。 

（１）町長対話の日について 

（２）町長出前講座の設置について 

 

町長 

総務課長 

３．町立図書館の活動につ

いて 

町民待望の図書館が出来た結果、公民館図

書室より、活動の幅が大きくなったと考えら

れるが、具体的にはどの様に、読書推進等の

事業が行われているのか伺う。 

（１）読書推進のための方策について 

（２）学校図書室との連携について 

（３）移動図書館運行の考え方について 

教育長 

教育課長 

生涯学習課長 
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通告 ２ 番 令和３年 ５月２７日  午前  時  分 受付 

次の件について、石川町議会会議規則第61条第２項の規定により、一般質問の通告を 

 します。 

   令和３年 ５月２７日 

             質問者 １ 番議員  乾 初美  

 石川町議会議長 草野 伝明 殿     

件  名 質 問 の 要 旨 答弁を求める者 

１．通学方法の現状と通学

支援事業について 

 

 

多くの児童生徒がバス通学をしているが、

自家用車による児童生徒の送迎の増加と徒歩

通学者の安全の確保、遠距離通学者の距離の

定め方など課題が生じてきていることから、

通学方法について伺う。 

（１）通学方法の現状と課題について 

（２）徒歩通学者の安全の確保について 

（３）今後の通学支援事業のあり方について 

 教育長 

 教育課長 

２．町立認定こども園整備

基本構想について 

３月の議員全員協議会において、町立認定

こども園整備基本構想が示され、建設予定地

や規模、建設に向けたスケジュールが具体的

になってきた。本町にふさわしい認定こども

園の整備について伺う。 

（１）建設予定地について 

（２）施設について 

（３）避難所としての活用について 

町長 

 教育長 

 総務課長 

 教育課長 



３．本町における運動施設

の充実について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近年、市町村で設置する公共のフィットネ

スクラブや運動施設などが増えている。地域

住民がこうした施設を利用することで、高齢

者の足腰強化だけでなく、疾病予防にもつな

がっている。けがを予防しながら、継続可能

なプログラムを作り、疾病予防につなげてい

く必要があると思うが、町の考えを伺う。 

（１）健康増進事業と疾病予防への取り組み

について 

（２）総合体育館トレーニング室の現状につ

いて 

（３）充実した運動施設の設置とトレーナー

の配置について 

町長 

教育長 

 保健福祉課長 

生涯学習課長 

 

４．旧松多屋への歴史民俗

資料館の移転について 

令和３年３月定例会において、追加議案と

して、旧ホテル松多屋の取得が提出され、賛

成多数で可決したが、これまでの経緯と今後

の方針について詳細に町民へ説明すべきと考

えるが、町の考えを伺う。 

（１）アスベストに関する規制が厳しくなっ

たが改修の際の方針に変更はないか 

（２）町民への説明をどのように果たすのか 

教育長 

 生涯学習課長 
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通告 ３ 番 令和３年 ５月２７日  午前  時  分 受付 

次の件について、石川町議会会議規則第61条第２項の規定により、一般質問の通告を 

 します。 

   令和３年 ５月２７日 

             質問者 ８ 番議員  下山田和雄  

 石川町議会議長 草野 伝明 殿     

件  名 質 問 の 要 旨 答弁を求める者 

１．中心市街地の再生に向

けた取り組みについて 

 東日本大震災と原発事故、さらに台風第１

９号による豪雨災害により、本町の活性化の

取り組みが遅れ、人口減少にも歯止めがかか

らない。特に中心市街地の急激な空洞化は、

商工業の衰退、長年培われてきた伝統行事や

文化等も失いかねない状況にあると思われ

る。ついては、以下について伺う。 

（１）中心市街地における１０年前との人口

構成比及び人口減少率の推移について 

（２）まちなか再生行動計画の取り組み成果

と課題について 

（３）豪雨災害からの復興を含めたまちづく

りの考え方について 

（４）空き家を活用した移住者の受け皿づく

りについて 

 

 町長 

 企画商工課長 

 都市建設課長 

 

２．県立石川高等学校の存

続に向けた取り組みにつ

いて 

 県立高等学校については、少子化に伴う生

徒数の減少を見据え、社会変化に対応した高

等学校づくりとして、統合等による再編整備

が進められている。県立石川高等学校の存続

に向けた取り組みについて伺う。 

（１）振興連絡協議会を含めた令和２年度の

取り組み内容について 

（２）学校の魅力づくりと関係市町村の連携

による取り組みについて 

 町長 

 総務課長 
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通告 ４ 番 令和３年 ５月２７日  午前  時  分 受付 

次の件について、石川町議会会議規則第61条第２項の規定により、一般質問の通告を 

 します。 

   令和３年 ５月２７日 

             質問者 ４ 番議員  根本 重泰  

 石川町議会議長 草野 伝明 殿     

件  名 質 問 の 要 旨 答弁を求める者 

１．旧町内の活性化につい

て 

 

 

 

 

一昨年の台風19号により、石川町は甚大な

被害を受けた。特に旧町内は、大水による被

害を受けた家屋の公費解体が行われ更地が増

えるなど 大きく変わりつつある。また、今

出川の改修計画、人口減少による商店街の縮

小などが重なり 今こそ地域全体を考えた振

興策が必要だと考える。 

行政の視点から見た旧町内活性化策につい

て伺う。 

（１）水害による公費解体の申込件数（全域、

旧町内）、現在の状況、終了の時期につ

いて 

（２）石川駅周辺の活性化策の考え方につい

て 

（３）今出川改修の進捗状況について 

（４）「町の駅」構想の進捗状況と今後の考

え方について 

（５）「旧町内の活性化について」行政とし

ての考え方について 

 

 町長 

 生活環境課長 

企画商工課長 

都市建設課長 

 

 

２．水道の給水地域拡大と

石川町飲用井戸給水施設

等整備事業の補助につい

て 

 

 

 

 

 

水は人が生きていくうえで必要不可欠のも

のである。そして、生活様式の変化、気候の

変化、宅地の開発、事業所の誘致などに大き

く関わってくる。 

水道の延長と中山間地の井戸掘り助成制度

について伺う。 

（１）給水地域拡大の手続きと要件について 

（２）先に検討された３地区のその後の経過

と今後について 

 町長 

 水道事業所長 

 

 

 

 

 

 

 



 （３）給水区域外の石川町飲用井戸給水施設

等整備事業の補助の過去３年間の申込件

数と今後の申請件数の見込みについて 
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通告 ５ 番 令和３年 ５月２７日  午前  時  分 受付 

次の件について、石川町議会会議規則第61条第２項の規定により、一般質問の通告を 

 します。 

   令和３年 ５月２７日 

             質問者 ６ 番議員  小 木 芳 郎  

 石川町議会議長 草野 伝明 殿     

件  名 質 問 の 要 旨 答弁を求める者 

１．新型コロナウイルスに

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．まちなかの賑わいを取

り戻す施策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 新型コロナ感染症の拡大により、県内の病

床使用率が50％を超え、高い水準となってい

る。また、変異株の急増により、若者や基礎

疾患がない方でも重症になる事例がある。そ

れらを踏まえ、以下について伺う。 

（１）新型コロナ感染者が自宅療養となった

場合の町の支援体制について 

（２）肺の状態や体内に取り込まれる酸素の

状態を測定できるパルスオキシメーター（酸

素飽和度）を本町でも準備し、自宅療養とな

った人や不安に思う町民へ貸し出す事は出来

ないか、また、購入したい人に対しては、助

成金制度を創設できないか。 

（３）ワクチン接種が始まったが、当日のキ

ャンセルに伴うワクチンの取り扱いについ

て。 

 

2019年台風第19号で被害を受けた家屋の公

費解体が完了し、まちなかの様子も一段と寂

しくなったが、まちなかの活性化が重要であ

ると考える。ついては、以下について伺う。 

（１）今後、まちなかの賑わいを取り戻す施

策について 

（２）空き家バングと併せて空き地バンクや

農地バンクによる土地の利活用を図り、

町内の賑わいを取り戻す一助にできな

いか 

 

 

 

 町長 

 保健福祉課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

 企画商工課長 

都市建設課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３．農業振興について わが国の農業においては、高齢化と後継者

不足という問題に直面している。本町におい

ては農業が基幹産業であり農業振興策が必要

であると考える。ついては、以下について伺

う。 

（１）担い手不足の中山間地域の現状分析と

農業再生に向けた町の施策について 

（２）町の魅力ある野菜や果樹の情報発信と

町独自のブランド化の確立、更には新た

な野菜や果物の栽培を後押しする支援の

強化について 

 

 

 

町長 

農政課長 
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通告 ６ 番 令和３年 ５月２７日  午前  時  分 受付 

次の件について、石川町議会会議規則第61条第２項の規定により、一般質問の通告を 

 します。 

   令和３年 ５月２７日 

             質問者 ５ 番議員  瀬谷 寿一  

 石川町議会議長 草野 伝明 殿     

件  名 質 問 の 要 旨 答弁を求める者 

１．福島県主要地方道古殿

須賀川線改修促進の要望

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成20年に今出ダムが中止となってすでに

13年が経過している。その対策事業として町

道3042号線、3043号線、県道石川鴇子線、主

要地方道古殿須賀川線の改良事業が取り組ま

れている。しかし、県道古殿須賀川線中田地

内については、ネット案内で母畑温泉以東は、

１車線の「狭隘区間」が残存していると紹介

されている通りである。ついては、主要地方

道古殿須賀川線中田矢造～三森間の改修要望

について伺う。 

 

 町長 

 都市建設課長 

２．本町の森林行政の推進

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

町土の６割を占める「森林」については、

過疎化や高齢化、木材価格の低迷、原発事故

などから適正な管理をできずに荒廃してきて

いる状況である。こうした状況から適正な森

林管理を進め、森林による地球温暖化防止へ

の貢献、良質な木材供給体制づくり、子ども

や町民が森林から学ぶ学習機会の提供などに

ついて伺う。 

（１）森林行政の課題（人工林の間伐・自然

林の更新・林道整備、山林共有地の問題

等）について 

（２）本町の６割を占める森林資源を活用し、

林業を活性化させる施策について 

（３）小中学校での森林学習の取り組みにつ

いて 

（４）本町の森林行政を計画的に推進するた

めに「地域林政アドバイザー」の活用と

森林の重要性をアピールする「植樹祭」

の取り組みについて 

 町長 

 農政課長 
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通告 ７ 番 令和３年 ５月２７日  午前  時  分 受付 

次の件について、石川町議会会議規則第61条第２項の規定により、一般質問の通告を 

 します。 

   令和３年 ５月２７日 

             質問者 １０ 番議員  瀬谷 京子  

 石川町議会議長 草野 伝明 殿     

件  名 質 問 の 要 旨 答弁を求める者 

１．まちなか再生について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年台風第19号の被害により、181棟の

家屋が解体され、空き地、空き家が増加した。

更に石川バイパスの開通や今出川の改修によ

り、まちなか（中心市街地）は大きく変化す

ると思われる。 

ついては、次代を見据えたまちなかの将来

像をどう描くのかを伺う。 

（１）石川バイパスの開通と今出川改修の完

了時期について 

（２）まちなかがこのように衰退した要因に

ついて 

（３）まちなかに、賑わいを取り戻すための

施策について 

（４）「まちなか再生行動計画」は、平成26

年から10年間の計画であと2年で終了す

る、これまでの総括、検証、評価につい

て 

（５）未実施の事業と今後の取組みについて 

（６）令和５年以降のまちなか再生の計画策

定について 

（７）源平山の森林再生事業に伴って、遊歩

道の整備や一時避難所的広場の整備につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 町長 

 都市建設課長 

企画商工課長 

農政課長 

総務課長 
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通告 ８ 番 令和３年 ５月２７日  午前  時  分 受付 

次の件について、石川町議会会議規則第61条第２項の規定により、一般質問の通告を 

 します。 

   令和３年 ５月２７日 

             質問者 ９ 番議員  渡辺 実  

 石川町議会議長 草野 伝明 殿     

件  名 質 問 の 要 旨 答弁を求める者 

１．ＳＤＧｓの推進につい

て 

 

 

（１）国の取り組み状況を伺う。 

（２）地方自治体の役割と推進の考えを伺う。 

（３）推進体制、具体的な取り組み内容を伺

う。 

 町長 

 企画商工課長 

 

２．図書館の今後の在り方

について 

 

 

（１）図書館の経営状況を伺う。 

（２）委託経営から町職員による経営を目指

す考えを伺う。 

（３）今後、どのような図書館経営を目指す

のか伺う。 

 

 教育長 

 生涯学習課長 

３．旧雇用促進住宅石川宿

舎跡地の活用について 

 

（１）跡地の活用計画を伺う。 

（２）今後の進め方を伺う。 

 

 町長 

 企画商工課長 

 

４．旧南山形小学校の利活

用について 

 

 

（１）廃校から利活用に向けた取り組み状況

を伺う。 

（２）今後の進め方を伺う。 

 

 町長 

 企画商工課長 

 

 

 

 

 

 


